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　小児医療の現場で精神医学の専門性が求められるとき，小児診療スタッフの相談（コンサルテーション）を
受け，ときにスタッフへの支援も行い，子どもたちの心身の安定と健康のために連携（リエゾン）してくれる体
制，つまりは心の診療相談連携体制（コンサルテーション・リエゾン）が必要となってくると考えるものです．
　コンサルテーション・リエゾンは，基本的には精神医学を土台とするもの（コンサルテーションリエゾン精
神医学）です．わが国でも，大人の領域で関心が高まってきていますが，まだどこでも対応できる体制まで
には至っていません．子どもの領域では，これから着手する段階といえるかもしれません．子どもは，成長
発達する存在です．長期にわたる治療や入院，さまざまな医療処置などが，子どもの成長発達に影響しな
いはずがありません．子どもの心の診療相談連携には，大人のそれとは異なる特徴があるといえるでしょう．
　日本小児精神神経学会は，子どもたちの心の問題に留まらず，身体疾患のある子どもたちの成長発達を
意識した子どもの心相談連携体制が必要と考えるものです．本ガイダンスは，こうした問題意識に基づき作
成したものです．日常的に子どもたちにかかわるすべての方々に多少でもお役に立つことができることを願っ
ています． （巻頭言より抜粋）
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